






要旨:グループⅢ、Ⅳの横紋筋肉腫を対象とし、化学療法と自家骨髄移植(ABMT)、自家末

梢血幹細胞移植(PBSCT)との治療成績を比較するための多施設共同研究を行った。45 症例

が登録され、その内 40 例の適格症例につき検討したところ、3 年無病生存率は化学療法

群(7 例)、自家骨髄移植群(8例)、自家末梢血幹細胞移植群(25 例) でそれぞれ 19.1%、56.3%、

40.9%であった。ABMT 群と PBSCT 群との間には有意差が認められなかった。 しかし、こ

れら自家幹細胞移植群と化学療法群との間には有意差があり、進行期横紋筋肉腫の治療に

自家造血幹細胞移植を用いた超大量化学療法が有用であると考えられた。


